て、 柳 田 先生に 餓鬼つ きの 材料 を 頂いた 事が あって、 

企て は 其 ま、 になって 居た。 前号に 先生のお 書きに な 

つた 「ひだる 神の 話」 を 見て、 今一度 稿 を 起して 見る 

気になった。 

私自身 も 実は、 ^1 (た 清音) に 憑かれた ので はない 

かと 思 ふ 経験が ある。 大台 个 原の 東南、 宫 川の 上流 加 

茂 助 谷での 事で ある。 来の 字 を 手の平へ 書けば、 何で 

もなかった のにと、 後で 木樵リ から 教 へられた。 

「ひだる 神の 話」 に 先生 は、 名義に 就て 二つの 暗示 を 

含めて 置かれた 様に 思 ふ。 一 つ はまが ひだる から 出 

てゐ ると 言ふ考 へ、 今一 つ は、 だに を 本義と して、 虫 



にき ま つて 草鞋 を 供へ て 居る 山の 神な ど、 共通す る処 

が あるので は あるまい か。 

餓鬼と 言 ふと、 先入主に 囚 はれ 勝ちになる から、 

の 名に 沿うて 話 を 進めて 行く。 私 は 山野に 居る 精霊 類 

似の ものに、 山に 入って 還ら なくなった 人々 の、 死霊 

の 畏れが 含まれて 居る の を 認める。 ^^が 憑く と 立て 

なくなる の は、 友引き であり、 たと ひ 一粒の 食物 乃至 

は 来の 名 を 聞かせる だけで も、 怨念 退散す るの は、 一 

種の^^に 当って 居る からで ある。 



ぬ さと 米と 



聖徳 太子が、 傍 丘に 飢人を 見て、 着物 を 脱ぎ かけて 通 

られ たとい ふ 話 は、 奈良朝 以前 既に、 実際の 民俗と、 

その 伝説 化した 説話と が 並び 行 はれて ゐた事 を 見せて 

ゐる。 而も 其 信仰 は、 今尚 山村に は 持ち続けられて ゐ 

る。 此 太子 伝の 一 部 は 明らかに、 後世の 袖 もぎ 神の 信 

仰と 一 筋の ものであると 言 ふこと は 知れる。 行路 死人 

の 屍 は、 衢. 橋つ め、 或は 家の 竈 近く 埋めた 時代 も あ 

つた、 と 思うて よい 根拠が ある。 山野に 死んだ 屍 は、 

その 儘う ち棄 て、 置く ので あらう が、 万 葉び との 時代 

にも、 此 等の 屍に 行き 触れる と、 祓へ をして 通った 痕 



が、 幾多の 長歌の 上に 残って 居る。 歌 を 謡うて 慰めた 

事 だけ は訣 るが、 其 外の 形 は 知れない。 唯 太子と 同じ 

方法で 着物 を蔽 うて 通り、 形式 化して は、 袖 を 与へ る 

だけに 止めて 置いた 事 も あらう と 思 ふ。 

みて ぐらと^ J との 違 ひは此 点に ある。 絵巻物の 時代 

になる と、 みて ぐら • ぬ さ を 混同して、 道の 神にまで 

たむ けて 居る。 ^^は 着物 を 供へ る 形の 固定した もの 

であらう。 着物が 袖 だけにな リ、 更に 布に なり、 布の 

きれはしに なると 言 ふ 風に 替 つて、 段々 ぬ さ 袋の 内容 

は 簡単に なって 行った ものと 思 はれる。 山の 神の 手 向 

けと して 袖を截 つた 事 もあった の は 「たむ けに は、 っゾ 



りの 袖も截 るべき に」 と 言 ふ 素性 法師の 歌 (古今 集) 

からで も 知られる。 而も、 かう した 精霊が 自分から 衣 

や 袖 を 欲して 請求す る ものと 考 へられる 様になって 来 

る。 此が袖 もぎ 神で ある。 道行く 人の 俄かに 躓き、 仆 

れる ことに 由って、 其処に 神の あって、 袖 を 求めて 居 

る ものと 言 ふ 風に 判せられ る 様になる。 壶 岐の 島な ど 

では、 袖と リ 神の 外に 草履と り 神と 言うて、 草履 を 欲 

する 神 さへ ある。 袖 もぎ 神 は、 形 もな く祠 もない。 目 

に 見えぬ ものと 考 へられて 来た 様で ある。 

^^が 布帛の 方にば かり 傾いて 来たの は、 恐らく 古人 

の 布帛を 珍重す る 心が、 みて ぐら を 供へ る 対象と ぬ さ 



を献 るべ き 神と を 混同させる 様に したから であらう。 

^^の 系統に は 布で ない もの もあった ので ある。 植物 

の 枝 や、 食物まで も 使 はれた。 

植物の 枝 は 着物 同様、 屍 を蔽ふ 為に 投げ かけられ たの 

である。 其が 花の 枝に 替 つた 地方 も ある。 此が柴 立て 

場 • 花 折り 阪 などの 起り である。 沖 網の 国 頭 郡に ある 

ハヂ ォソヒ ビラ 

二 个処の 恥蔽阪 の 伝説 は、 明らかに 其 を 説明して 居る。 

ハヂ ォソ 

恥 処を蔽 ふ 為ば かりで なく、 屍 を 完全に 掩 ふために、 

柴を 与へ て 通った のが、 後世 特定の 場処 に、 柴ゃ花 を 

たむ ける 風に 固定した ので ある。 

食物と して は、 来が 多く 用 ゐられ て 居る けれども、 菓 



物 を 投げ 与へ る 事 もあった らしい。 桃の 実 や、 櫛 -縵 

の 化成した 筍 • 野葡萄の 類が 悪霊 を逐 うた 神話な ど は、 

或 種の 植物に 呪 力が あると 見る 以外に、 精霊 を 満悦せ 

しめる 食物と しての 意味 を、 考 へに 入れて 見ねば なら 

ぬ。 散 飯 を 呪 力 ある ものと してば かリ考 へて ゐ るが、 

やはり 食物と して- V ある。 大殿 祭に もぬ さと 来と がう 

ち 撒かれる の は、 宮殿の 精霊に 与へ るの が 本意で、 呪 

カを考 へる の は、 後の 事で あらう。 すべての 精霊のお 

^^には^ 7 と 来と を 与へ る 様になった。 其 も 亦、 

我々 の 想像 を 超越した 昔の事で あらう。 

野 山の 精霊が 米を悦 ぶと 言 ふ 信仰と、 現にと り斂 めら 



る 理由 は どこに 在る か。 自身 陥った 悪い 状態に 他の 者 

を も ひき 込んで、 心 ゆかしに すると 見る の は、 後世の 

事で あるら しい。 さう した 畏怖 を 起す 原の 姿 は、 精霊 

の 憑く と 言 ふ 点に ある 様で ある。 野 山の 精霊 の 憑き 易 

い 事実 を、 拠るべき 肉体 を 求める 浮ばれぬ 魂魄の 在る 

もの、 と考 へて 来る のが 順 道で あらう。 一方、 非業に 

斃れた 行路の 死人 を、 其骸を 欲して 入り 替っ たものと 

見た。 其が 更に 転じて、 友引き と 言 ふ 考へを 導いた の 

であらう。 総 じて か、 る. つくな ど 言 ふ 信仰 は、 必、 

其 根柢に 肉体の ない 霊魂の 観念 を 横へ て 居る。 此考 

へ 方が 熟した 結果、 永久 或は 一 時游 離した 霊魂の 他の 



は、 此 までから 既に、 此 型に 入る ものと 見られて 来て 

ゐる。 此と樹 精 伝説と 謂 はれて ゐる ものと は、 一 つの 

原因から 出た と は 言 はれな いまでも、 考 への 基礎に な 

つた もの は 同じで ある。 霊魂 或は 精霊の 拠って 復活す 

ベ き 身 がら を、 一 つ は 分けて 揃 はない 様に し、 一 つ は 

焼いて 根 だ やしに して 了 ふので ある。 日本の 風 葬も奈 

良 以前の もの は、 必 しも 火葬の 後、 灰 を 撒いた ともき 

ことば 

まらぬ 様で ある。 「まく」 と 言 ふ 語 は、 灰 を 撒く 事に 

マ 力 

聯想が 傾く が、 恐らく 葬送して 罷ら せる 意であった も 

のが (任く の 一 分化) 骨 を 散 葬した 事実と 結びついて、 

撒く の 義をも 含む 事に なった ので あらう。 



アサ マキシ キミ 

秋 津野を 人の かくれば、 朝 蒔 君が 思 ほえて、 歎き 

はやまず (万 葉巻 七) 

たま づ さの 妹は珠 かも。 あしび きの 清き 山辺に 

マケバ チリ ヌル 

蒔散染 (？) 

など は、 風 葬と も 限られない。 

鏡な すわが 見し 君 を。 あばの 野の花 橘の 珠に、 拾 

ひつ (万 葉巻 七) 

など も、 火葬の 骨 あげと はき まらない。 「ひろ ふ」 と 言 

ふ 語に、 解体して 更に 其 骨 を 集める 事 を 含んで 居る の 

かと 思 ふ。 勿論 火葬 は、 既に 一 部で は 行 はれて 居た で 

あらう。 が、 私 はわが 国の 殯の風 を 洗 骨に 由来す る 



に 当って、 必 体の ある 一部 を 抜きと つて 置いた のが、 

散 葬 によらぬ 場合 の 秘法であって、 其が Life-index の 

伝説 形式 を 形づくる 一 部の 原因に なった ものら しい。 

小 栗の、 耳 も 聞かず、 口 も 働かず、 現し 心 もない 間の 

「餓鬼 阿弥」 の 生活 は、 此 側から 見ねば 訣ら ない と 思 ふ。 

鬼に、 姿見えぬ 人に せられた 男が、 不動 火界 呪に よつ 

て、 再、 形を顕 したと 言 ふ 六角堂 霊験 を 伝へ た 今昔 物 

語の 話 は、 我が国に は 珍ら しい 型で あるが、 飜訳 種と 

ばかり はき まらない。 よし さう であった にしても、 小 

栗の 場合の 今一 つ 残った 部分の 説明に は、 役に立ち 相 

である。 



蘇生の 条件の 不備であった 屍の 説明から、 もう 一歩 踏 

み 込んで 見なければ ならぬ の は、 元来 屍 を 持たない 精 

霊の、 肉 身 を 獲る 場合で ある。 

私 は 長々 と、 ^^が 行路 死人の 魂魄から 精霊 化して、 

遂に は ひだる 神とまで 称せられる 様になった 道筋 を 暗 

示して 来た。 其が 更に 仏説に 習 合して、 餓鬼と 呼ばれ 

る 様になった 事 も 解説した 積り である。 かう した 精霊 

の 肉 身 を 獲ようと する 焦慮 は、 ^7 や、 食物の 散 供 を 

以て なだめられなければ、 人に 憑く 事に なった ので あ 

る。 其が、 食物 を 要求す る 手段と して、 人に つく、 と 

考 へられる 様になつ たと 見る 事が 出来る。 
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